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一
切
有
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M
u
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a
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a
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の
も

つ
律
蔵
、
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶

に
は

大
乗
的
な
色
彩
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
派

は
後
期
に
展
開
し
た
部
派
で
あ
る
が
、
義
浄
に
よ
る
と
、
「凡
此
所
論
。

皆
依
根
本
説

一
切
有
部
。

…
…
此
与
十
諦
大
帰
相
似
。

…
…
然
十
諦
律

(
1
)

立
不
是
根
本
有
部
也
。
」
と
の
べ
、
自
己
の
立
場
を
根
本
説

一
切
有
部

に
お
い
て
い
る
。

 
こ
の
律
と

『
無
常
経
』
(
三
啓
経
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
諸
学
者

(
2
)

の
指
摘
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
文
献
資
料
に
関
し
て
は
、
山
田
龍
城

博
士
の

『
梵
語
仏
典
の
諸
文
献
』
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

下
敷

き
に

し
て
佐
々
木
教
悟
博
士

は

『
印
仏
研
』
(
19
-
2
)
に
お

い

て
、
「根
本
説

一
切
有
部
と
三
啓
無
常
経
に
つ
い
て
」
と
し

て
詳

し
く

(
3
)

論
考
さ
れ
、
そ
の
後
、
『
戒
律
と
僧
伽
』
の
中
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

 
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
、
別
の
角
度
か
ら

『無

常
経
』
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

ま
ず
、
資
料
的
な
検
討
か
ら
み
て
お
き
た

い
。
漢
訳
資
料
に
関
し
て

は
、
敦
燈
出
土

の

『
仏
説
無
常
三
啓
経
』
(大
正
蔵
経
八
五
巻
)
の
割
註

に

「初
と
後
と
の
讃
歎
は
乃
ち
是
れ
尊
者
馬
鳴
が
経
の
意
を
取
り
て
集

造
す
る
。
中
は
是
れ
正
経
に
し
て
金
口
の
所
説
な
り
。
事
に
三
開
あ
る

故
に
三
啓
と
云
う
な
り
」
と
あ
る
記
述
と
、
義
浄
が

『
南
海
寄
帰
伝
』

(巻
四
)
の
中
に

「諦
す
る
所
の
経
は
、
多
く
三
啓
を
諦
す
。
乃
さ
是

れ
尊
者
馬
鳴
の
集
め
置
く
所
な
り
。
初
め

は
ほ
ぼ
十
頚
許

り
あ
る

べ

し
。
経
の
意
を
取
り
て
三
尊
を
讃
歎
す
。
次
に
は
正
経
を
述
ぶ
。
是
れ

は
仏
の
親
説
な
り
。
読
諦
既
に
了
ら
ば
、
更
に
十
余
の
頽
を
陳
べ
て
廻

向
発
願
を
論
ず
。
節
段
を
三
た
び
に
開
く
。
故
に
三
啓
と
い
う
」

と
い

う
記
述

と
に
よ

っ
て
、
三
啓
の
意
味
が
論
じ
ら
れ
、
研
究
の
多
く
が
所

論
を
立
て
て
い
る
。

 
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
甘
殊
爾
部
に
、
漢
訳

『
無
常
経
』
に
相
当
す
る
と
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考

え

ら

れ

る
 

M
i
 r
ta
g
 p
a
 n
id
 
k
y
i
 m
d
o
 
(
a
n
ty
a
ta
-su
tra
)
 が

二

点

(
4
)

あ

る
。

一
点

は

漢

訳

の
正

経

の
部

分

に
相
当

す

る

よ

う

に

み

ら

れ

て

き

た

が
、

漢

訳

と
比

較

す

る

と
完

全

に

一
致

し

て

い
る

わ

け

で
は

な

い
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

は
 
s
u
r
e
nd
r
a
b
o
d
h
i
,
 
Y
e
 
s
e
s
 

s
d
e
 が
訳

し

て

お

り
、

そ

の
奥

書

を

み

る

と
、

イ

ン
ド

の
論

師
 
S
u
r
en
d
r
a
b
o
d
h
i
 

と

大
校
翻

訳
官
 
s
h
an
 地

の
 
Y
e
 se
s

(
5
)

sd
e
 と
が
翻
訳

し
校
訂

し
た
。
新
訂

正
語

に
よ

っ
て
増
補

し
て
決
定

し
た
。

と
あ

る

ご

と
く

随

分

と
改

変

が

あ

る
。

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

は

L
in
 L
i-

(
6
)

K
o
u
a
n
g
 (
林
黎
光
)
・
木

村

秀

雄

師

が
、

D
h
a
r
m
a
sa
m
u
c
a
y
a
 と

関

係

の
深

い
こ

と
を

指

摘

し

て

い
る
。

 

も

う

一
点

の

チ

ベ

ッ
ト
訳

『
無

常

経

』

は

訳

者

名

を

欠

い

て

い

る

が
、

法

天

訳

『
仏

説

諸

行

有

為

経

』

(
漢
訳
)
に

相

当

し
、

木

村

高

尉

氏

(
7
)

が
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
校
訂
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
義
浄
が

『
南

海
寄
帰
伝
』

(巻
二
)
に

「
こ
の
経
は
別
録
し
上
に
付
す
」
と
い
っ
て
、

漢
訳

『無
常
経
』
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
当
面
の
課
題
で
は
な
い

か
ら
除
外
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
如
上
の
こ
と
か
ら
、
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
に
引
用
す
る

『
無
常

経
』
は
、
義
浄
訳
と
敦
煙
本
と
が
当
面
の
問
題
と
す
る
経
で
あ
る
。
そ

こ
で
律
蔵
中

に
引
用
さ
れ
る
も
の
と
チ
ベ
ッ
ト
訳

と
比
較

し
て
み
る

と
、a
、
如
世
尊
説
。
若
人
能
護
他
意
当
生
多
福
。
諸
妹
。
汝
等
亦
応
諦
無
常

経
。
是
時
門
徒
随
教
而
作
。
(大
正
・
23
・
7
5
2
b
)

b
、
仏
告
阿
難
陀
。
炭
作
芯
翻
所
有
行
法
。
我
今
説
之
。
凡
授
事
人
為
炭
作

故
将
伐
樹
時
。
於
七
八
日
前
在
彼
樹
下
作
曼
茶
羅
。
布
列
香
花
設
祭
食
諦

 
三
啓
経
。
書
宿
芯
劉
応
作
特
欲
肇
呪
願
。
説
十
善
道
讃
歎
善
業
。
(大
正
・

23
・
7
7
6
a
)

a
・
b
の

こ
と
か
ら
、
蔵
漢
の
内
容
は
ほ
ぼ

一
致

し

て
い
る
も

の

の
、
漢
訳
で

『無
常
経
』
・
『
三啓
経
』
と
い
っ
て
い
る
も

の
が
チ
ベ
ッ

ト
訳
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
佐

々
木
教
悟
博
士
は

(
9
)

漢
訳
中
に
引
用
さ
れ
る
も
の
を
六
分
類
十
三
点
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
等

根
本
説

一
切
有
部

に
引

用
さ
れ
る
無
常
経

(
釈

舎
)
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根
本
説

一
切
有
部
に
引
用
さ
れ
る
無
常
経
 (釈

舎
)

と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
対
比
を
す
べ
き
だ
が
、
紙
数

の
関
係

で
省
略
す

る
。

こ
の
六
分
類
中
、
経
典
謁
調
作
法
を
除

い
て
、
そ
の
他
は
律
の
条

文
の

「泥
薩
舐
波
逸
底
迦
法
」
と

「
波
逸
底
迦
法
」
に
お
さ
ま

っ
て
い

る
。
『
無
常
経
』
が
引
用
さ
れ
る
箇
処
を
検
討
し
て
み
る

と
、
そ

の
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
等

の
中
か
ら
、
二

・
三

の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
論
究
し
た
い
。

三

『
雑
事
』
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
経
典
颯
諦
に

つ
い
て
、

大
師
の
徳
を
讃
歎
す
る
と
き
、
三
啓
経
を
読
諦
す
る
と
き
の
二
事

に
許

可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
因
縁
と
し
て
、

ス
ダ
ー
ナ

(給

孤
独
)
長
者
の
話
が
示
さ
れ
る
。

ス
ダ
ー
ナ
は
外
道
た
ち
の
颯
諦
し
よ

く
そ
ろ
つ
て
い
る
の
を
み
て
、
比
丘
の
不
統

一
の
様
子
を
う
れ
い
、
世

尊
に
吟
詠
声
 
ch
an
d
as
 す
る
こ
と
を
願

っ
て
、
経
典

の
吟
詠
声
が
許

さ
れ
た
。
す
る
と
比
丘
た
ち
は
、
読
経

・
請
教

・
白
事

に
ま
で
吟
詠
声

す
る
よ
う
に
な
り
喧
雑
を
き
わ

め
た
。

こ
の
た
め
、
二
事
 
(大
師
の
徳

の
讃
歎

・
三
啓
経
の
読
諦
)
に
つ
い
て
の
み
聴
許
し
、
そ
の
他
は
す

べ
て

(10
)

禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
二
事
吟
詠
声
に

つ
い
て
、
『
南
海
寄
帰
伝
』
(巻
四
)
、
「
讃
詠
之

礼
」
の
条
を
る
と
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
や
寺
中
で
の
敬
礼
の
と
き
に
行
な

わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
様
子
は
、
午
後
四
時
す
ぎ
 (哺
後
)
、

あ
る
い
は
夕
暮
れ
ど
き
 (嚥
黄
)
、
僧
院
の
大
門
を
出
て
塔
を
三
回
ま
わ

り
、
香
華
を
そ
な
え
、
踵
鋸
し
、
大
師
の
徳
を
讃
じ
た
。
次
に
寺
中
に

入
り
常
集
処
で
少
経
を
読
諦
し
た
。
そ

の
経

は

『
三
啓
経
』
で
あ

っ

て
、
読
諦
が
終
る
と
大
衆
は
ス
バ
ー
シ
タ

(妙
語
)
あ
る

い
は

サ
ー
ド

ゥ

(善
哉
)
と
い
い
、
所
定
の
作
法
を
こ
ま
ご
ま
と
記
述
す
る
。

こ
の

記
述
は
義
浄
の
見
聞
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
耽
摩
立
底
国
の
僧
徒
の
軌

式
で
あ
る
。
続
い
て
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
僧
徒
の
様
子
を
述
べ
る
が
、

そ
の

作
法
が
相
異
す
る
だ
け
で
本
筋
は
タ
マ
リ
テ
ィ

の
も

の
と
同

じ
で
あ

(1
1
)

る
。
 
如
上
の
こ
と
か
ら
、
『無
常
経
』
が
吟
詠
声
さ
れ
る

と
き
は

『
三
啓

経
』
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

ス
ダ
ー
ナ
長
者
の
因
縁

か
ら
み
て
、
実
際
に
こ
う
し
た
出
来
事
が
あ
り
、
転
宗
者
が
い
た
根
本

説

一
切
有
部
の
複
雑
な
問
題
を
示
し
て
い
る
。
吟
詠
声
を
と
り
入
れ
た

の
は
、
無
常
と
い
う
こ
と
を
、

日
常
生
活

の
中
で
周
知
さ
せ
よ
う
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
そ
の

一
方
、
他
の
引
用
箇
処
を
み
る
と
、
『
無
常
経
』
は
葬
儀

に
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
『
三
啓
経
』
で
は
な

く
、
『
無
常
経
』
と
し
て
読
諦
し
て
い
た
。
『毘
奈
耶
』
に
よ
る
と
、
あ

る
長
者
の
息
子
が
出
家
し
た
が
、
病
気

の
た
め
死
去
し
た
。
比
丘
達
は

彼

の
死
屍
と
衣
鉢
と
を
路
側
に
棄
て
さ

っ
た
。

そ
れ
を
見
て
い
た
俗
人

(在
家
者
)
に
よ
っ
て
、
「
沙
門
釈
子
は
死
す
る
と
そ
の
遺
体
を
棄
て
さ

る
。
だ
か
ら
釈
子
に
従

っ
て
出
家
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
非
難

を
受
け
た
。

こ
の
こ
と
が
縁
と
な

っ
て
、
在
家

の
葬
法
が
と
り
入
れ
ら
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れ
た
が
、

そ
の
方
法
は
火
葬

(焚
焼
)
、
水
葬

(棄
河
)
、
土
葬

(穿
地
理

之
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
土
葬
の
方
法
と
し
て
、

(1)
於
叢
薄
深
処
令
其
北
首
。
(2)
右
脇
而
臥
。
(3)
以
草
淳
支
頭
。
(
4
)
若
草
若
葉

 
覆
其
身
上
。
(
5
)
送
喪
芯
劉
可
令
能
者
諦
三
啓
無
常
経
丼
説
伽
他
。
(6)
為
其
呪

 

願
。
(
7
)
事
了
帰
寺
…
…
応
可
洗
身
。
(3)
若
触
屍
者
連
衣
倶
洗
。
(6)
応
利
制

底
。
(大
正

・
24
・
2
8
6
c
-
2
8
7
a
)

と
、
そ
の
様
子
を
記
述
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
『毘
奈
耶
』
の
別
の
と
こ
ろ
で
は
部
陀
夷
比
丘

の
因
縁
を

と

り
あ
げ
、
彼
の
比
丘
が
布
薩
日
に
出
席
し
な
か
っ
た
の
で
、
調
べ
て
み

る
と
殺
さ
れ
糞
聚
の
中
に
棄
て
さ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

こ
で
彼

の
 
s
arira
 を
供
養
す
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
供
養
方

法
は
、

 

(1)
出
尊
者
屍
。
(2)
香
湯
洗
浴
。
(3)
置
宝
輿
中
。
(
4
)
従
仏
及
僧
送
出
城
外
至

一

 

空
処
。
(
5
)
積
衆
香
木
、
(
6
)
灌
漉
蘇
油
以
火
饗
之
。
(
7
)
諦
無
常
経
。
(
8
)
取
舎
利

 

羅
置
金
瓶
内
。
(
9
)
於
四
衝
路
側
建
窄
堵
波
。
(1
0
)
種
種
香
花
乃
衆
音
楽
荘
厳
供

養
。
(
大
正
・
23
・
8
6
4
b
-
c
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 

こ
の
二

つ
の
例
示
中
、
屍
体
棄
捨
の
場
合
は
土
葬

の
様
子
を
、
郎
陀

夷
比
丘
の
場
合
は
火
葬
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
細
部
で
は
相
違
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
の
二
例
に
示
す
と
こ
ろ
の
内
容
は
、
ほ
ぼ

一
致
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ

ろ
う
。
義
浄

は

『
南
海
寄
帰
伝
』
(巻
二
)
、

「尼
衣
喪
制
」
の
条
に
よ
れ
ば
、

(1)
芯
劉
亡
者
、
観
知
決
死
、
当
旦
昇
向
焼
処
。
(2)
即
以
火
焚
之
。
(3)
当
焼
之

 

時
、
親
友
成
葦
、
在

一
辺
坐
、
或
結
草
為
座
、
或
聚
土
作
台
、
或
置
藪
石
以

 

充
坐
物
。
(4)
令

一
能
者
諦
無
常
経
。
(5)
然
後
各
念
無
常
、
還
帰
住
処
。
(6)
寺

外
池
内
連
衣
並
浴
、
其
無
池
処
就
井
洗
身
。
(
7
)
然
後
帰
房
。
(
8
)
地
以
牛
糞
浄

塗
。
余
事
並
皆
如
故
。
(大
正
・
54
・
2
1
6
b
-
c
)

と
の
べ
、
葬
儀
の
様
子
は
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

 
義
浄
の
記
述
す
る
点
に
対
し
て
、
彼
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
イ
ン
ド
へ
行
き

そ
の
様
子
を
記
録
し
た
玄
斐
の

『
大
唐
西
域
記
』
(巻
二
)
に
よ
る
と
、

没
臨
喪
哀
号
相
泣
。
裂
裳
抜
髪
拍
額
椎
胸
。
(大
正

・
51
・
8
7
7
c
)

と
述
べ
る
が
、

こ
れ
は
義
浄
の

「
尼
衣
喪
制
」

に
記
述
す
る
在
家
者
の

様
子
と
同
じ
で
あ
る
。
玄
婁
は
喪
服
の
制
度
や
喪
の
期
間
に
つ
い
て
、

「服
制
無
間
喪
期
無
数
」
と
の
べ
て
、
ど
ち
ら
も
定
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
。
玄
斐
と
義
浄
と
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
は
、
見
聞

の
地
域
が
相
違

し
て
い
る
と
は
い
え
、
『
マ
ヌ
法
典
』
な
ど
を
み
れ
ば
、

そ
の
様
子
が

わ
か
る
か
ら
玄
斐
の
い
う
点
は
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(12
)

 
葬
儀
に
関
し
て
は
、
火
葬

・
水
葬

・
土
葬

(
野
葬
)
が
あ
る
と

い
う

か
ら
、
義
浄
の
い
う
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
比

丘
の
場
合
、
在
家
者
と

異

な
っ
て
、
「
出
家
僧
衆
制
無
号
突
。
父
母
亡
喪
諦
念
酬
恩
。
追
遠
慎

終
寛
資
冥
福
」
(大
正
・
五
一
・
8
7
8
a
)
 

と
述

べ
る
だ
け

で
あ
る
。
玄
婁

の
記
述
す
る
と
こ
ろ
は
こ
の
程
度
で
あ
る
。

根
本
説

一
切
有
部

に
引
用

さ
れ
る
無
常
経

(
釈

舎
)
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根
本
説
一
切
有
部
に
引
用
さ
れ
る
無
常
経

(釈

舎
)

四

玄
奨
は
喪
服
の
制
度
は
な
く
、
喪
の
期
間
も
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
が
、
『
マ
ヌ
法
典
』
第
五
章
、
「家
住
期
法
」
の
五
七
条
よ
り

一
〇
九

条
に
散
説
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
み
る
と
、

こ
の
主
張
は
否

定
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
ヤ
ー
ジ

ュ
ニ
ャ
ヴ

ァ
ル
キ
ヤ
法
血
ハ』
第
三
編

「贋

罪
法
」
、
第

一
章

「
不
浄
法
」
に
関
す
る
条
項
中
の

一
条

よ
り
三
四
条

ま
で
に
散
説
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
同
じ

で
あ
る
。

こ
の
両
法
典

を
み
る

と
、
喪
服

の
制
度
も
喪
服
の
期
間
も
、
葬
儀
に

つ
い
て
も
規
定
し
て
い

る
。
そ
の
様
子
は
、
中
野
義
照
博
士
の

『
イ
ン
ド
法
の
研
究
』
中
に
説

く

「浄
潔
法
」
に
よ
る
と
、

 

人
死
す
れ
ば
先
づ
郊
外
に
火
葬
場
を
設
け
、
死
者
を
浄
め
て
運
び
出
し
茶
毘

 

に
付
す
る
。
そ
れ
よ
り
近
親
は
十
日
間
喪
に
服
す
る
。
十

一
日
目
又
は
十
三

 

日
十
五
日
目
に
拾
骨
式
即
ち
埋
葬
式
を
す
る
が
、
埋
葬
式
ま
で
が
不
浄
で
あ

 

る
。
逝
い
た
霊
位
か
ら
す
れ
ば

一
年
間
は
一
霊
祭
を
受
け
、
後
合
霊
に
依
っ

 

て
祖
霊
位
に
昇
る
。
近
親
で
な
い
者
の
死
又
は
小
児
の
死
す
る
時
、
只
葬
場

 

に
列
し
た
場
合
の
如
き
は
一
日
乃
至
三
日
の
後
に
浄
め
ら
れ
る
。
服
喪
者
の

 

戒
は
塩
断
ち
す
る
こ
と
肉
食
し
な
い
こ
と
交
接
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
忌
が

(
13
)

 

明
け
た
時
に
諦
す
る
聖
典
も
定
ま
っ
て
い
る
。

 
こ
こ
で
、
浄
潔
法
と
い
う
の
は
人
間

(死
者
)
と
事
物
と
に
対

す
る

規
定
で
あ

っ
て
、
そ

の
中

の
死
者

に
対
す

る
も

の
は
、
『家
庭
経
』

に
よ
れ
ば

よ
り
具
ハ体
的
な
様
子
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、

(1)
先
ず
火
葬
場
の
準
備
。

そ
の
家
か
ら
東
南
又
は
南
西
に
向
か
っ
た
土

 
地
で
、
南

・
南
東

・
南
西
方

へ
地
を
掘
り
、
長
さ

・
広
さ

・
深
さ
等

 
死
者
を
横
臥
せ
し
め
て
多
少
ゆ
と
り
が
あ
る
位

に
す
る
。
死
者

の
毛

 
髪

・
爪
を
切
り
と
り
祭
草
と
酪
と
を
用
意
し
、
葬
場
に
そ
そ
ぐ
。

(2)
葬
場

の
準
備
が
で
き
る
と
親
族
は
聖
火
と
祭
具
ハと
を
先
に
し
て
死
体

 
を
運
ぶ
。
牛
車

で
運
ぶ
場
合
も
あ
る
。
差
場

す
る
と
司
会
者
は
葬
場

 
を
左
邊
行
道
し
、
神
呪
を
唱
え
て
酒
水
す
る
。

そ
の
間

に
火
葬
薪
を

 
建
立
し
、
そ
の
上
に
死
体
を
お
く
。

(3)
司
会
者
は
点
火
を
命
じ
、
神
呪
を
諦
し
、
後
を
振
り
か
え
る
ご
と
な

(14
)

 
く
帰
途
に
つ
く
。

と
い
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
と
義
浄
が
記
述

す
る
と
こ
ろ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
仏
教
的
な
要
素
を
除
い
て
、
両
者

は
大
差
な
く

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

『
無
常
経
』
が
吟
詠
声

つ
ま
り
調
諦
さ
れ
る
点
、
遺
体
棄
捨
に
よ
る

批
難
を
う
け
、
葬
儀
法
が
仏
教
内
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
点
な
ど
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
山
田
竜
城
博
士
が

「僧
伽

の
異
民
族
に
対
す
る
伝
道
」

(『印
仏
研
』
I
I-
I
)
 の
中

で
、
律

の
雑
事

(
四
分
律
雑
腱
度

有
部
雑

(15
)

事
・
五
分
律
雑
法
・
十
諦
律
雑
法
)
か
ら
、
バ
ラ
モ
ン
転
宗
者

を
め
ぐ

つ

て
、
外
書
外
典
の
研
究
問
題
、
梵
語
使
用

の
問
題
、
吟
詠
声

の
問
題
な

ど
が
サ
ン
ガ
に
起

つ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
妥
当
な
見
解
で
あ

ろ
う
。
そ
の
中
、
吟
詠
声
の
問
題
と
し
て
、
『無
常
経
』
が
颯
諦
さ

れ

た
点
は
、

一
人
ひ
と
り
が
無
常
を
念
ず
る
と
い
う
こ
と
に
力
点
が
お
か
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れ
た
も
の
で
あ
り
、

日
常
か
ら
無
常
を
感
じ
と
ら
せ
る
た
め
に
、
老
病

死
の
三
事

に
即
し
て
無
常
を
み
つ
め
さ
せ
、
こ
の
経
を
葬
儀
に
用
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五

 

『無
常
経
』
は
、
『
三
啓
経
』
と
し
て
吟
詠
声

さ

れ
る
が
、
偶
頒
の

部
分
が
 S
t
otray
an
a
 派
の
祖
 A
sva
gh
osa
 の
集
置
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、
馬
鳴
作
と
い
わ
れ
る

『
カ
ニ
シ
カ
王
に
送

っ
た

馬
鳴
の
書
翰
』
の
中
に
、

 

誰
か
死
主
を
知
る
だ
ろ
う
か
。
死
主
は
忽
然
と
し
て
や
っ
て
来
る
。
だ
か

 

ら
、
明
日
ま
で
待
つ
こ
と
を
望
ま
ず
、
急
い
で
正
法
を
修
す
べ
し

(
58
偶
)
。

 

死
主
は
無
慈
悲
な
も
の
で
あ
る
。
生
き
る
こ
と
を
欲
し
て
も
無
意
義
に
殺
し

(
16
)

て
し
ま
う
。

…
…
(
6
0
偶
)

と

い

っ
て

い
る

点
、

更

に

チ
ベ

ッ
ト
律

は
有

部

律

(
h
d
ul
 b
a
)

で
あ

る

が
、

な

か

で
も
徳

光

の

『
律

経

』

が
大

切

に

さ

れ

る
。

彼

の
自

註
 
V
i-

n
a
y
a
su
tr
a
v
rtty
a
b
h
id
h
a
n
a
sv
a
v
y
a
k
b
y
a
n
a
-na
m
a
 
の

奥

書

き

に

よ

る

と
、

マ
ト

ゥ
ー

ラ

の
説

一
切

有

部

に
属

し

て

い
た

こ
と

が

知

ら

れ

て

(17
)

い
る
。

チ

ベ

ッ
ト

の
有

部

律

は
漢

訳

と

一
致

し

な

い
と

こ
ろ

が

あ

る

も

の
の
、

颯

諦

の
正

経

に

あ
た

る
 
M
i
 r
ta
g
 p
a
 
n
i
d
 
k
y
i
 m
d
o
 は

チ

ベ

ッ
ト
律

に
も

み
る

こ

と
が

で
き

る
。

従

っ
て

チ

ベ

ッ
ト

で
も

こ

の

『
無

常

経

』

は
よ

く
知

ら

れ

て

い
た

と

思

わ

れ
る
。

後

代
、

ツ

ォ

ン

カ
バ

作

の
中

に

『
無

量

光

仏

礼

讃

文

「
最

上
国

土

の

開

門

」
』
と

い
わ

れ
る

も

の
が
、

六

点

ば

か

り
存

す

る

が
、
恐

ら
く

『
無

常

経

』

は

こ
れ

ら

の
も

の

に
連

ら
な

っ
て

い
く

と
考

え

ら

れ
る
。

『
無

常

経

』

に
関

し

て

は
、

『
高

田

短
期

大

学

紀

要

』

(
第

四
号

)

に
詳

述

の
予

定

で
あ

る
。

無

量

光

仏

礼

讃

文

に

つ
い

て

は
、

同

紀

要

第

三

号

を

参

照

し

て

い
た

だ

き
た

い
。

1
 
南
海
寄
帰
伝
、

巻

一
、
大

正

・
五
四

・
二
〇

六
b
-
c
。

2
 
西
本
龍
山

『
国
訳

一
切
経
』
律
部
十
九
巻

の
解
題
。

『
仏
書

解
説
大
辞

典
』

な
ど
数
多

く
あ
る
。

3
 
佐

々
木
教
悟

『
戒
律

と
僧
伽
』

一
三
六
-
1
0
7
ペ

四
九

ペ
ー
ジ
。

4
 
S
u
re
n
d
ra
b
o
d
h
i
,
 

Y
e
 se
s
 s
d
e
 訳

の
も

の
は
、
P
.
 ed
.
 Z
o
.
 
9
7
5
,
 
D
.

ed
.
 Zo
.
 
3
0

9
,
 
Z
.
 
e
d
.
 

Z
o
.
 
2
9

4
,
 
C
.
 ed
.
 Z
o
.
 
9
4
8
,
 
T
.
 
e
d
.
 

Z
o
.
 
3
1
b

が
相

当
す
る
。

も
う

一
点

の
訳
者
名

を
欠
く
も

の
は
、
P
.
 ed
.
 
Z
o
.
 
9
7
9

D
.
 
e
d
.
 

Z
o
.
 
3
1
0
,
 

Z
.
 ed
.
 
Z
o
.
 
2
95
,
 
C
.
 ed
.
 Z
o
.
 94
7
,
 
T
.
 
e
d
.
 

Z
o
.

3
1
3
 に
相
当

し
て
い
る
。

567
 

壬

生

台

舜

博

士

頚

寿

記

念

『
仏

教

と
歴

史

と
思

想
』
、
95

-
1
0
7
ペー

ジ
。

8

 
大

正

・
五

四

・
二

一
六

c
。

9
 

印

仏

研
、

十

九

巻

二
号
、

85
-
8
6
ペ

ー

ジ
。

10
 

大

正

・
二

四

・
二

三

三

a
-
b
。

11

 

大

正

・
五

四

・
二

二
七

a
。

12
 

大

正

・
五

一

・
八

七

七

c
。

13

 

中

野

義

照

『
イ

ン

ド

法

の

研

究
』
、

291

-
2
9
2
ペー

ジ
。

同

『
マ
ヌ
法

典
』
1
2
7-
1
3
4
ペー
ジ
。

同

『
ヤ

ー

ジ

ュ

ニ

ヤ
ヴ

ァ

ル

キ

ヤ
法

典
、

96
-
1
0
0
ペー

ジ
。

14

 
中

野

義

照

『
ヤ
ー

ジ

ュ

ニ
ャ
ヴ

ァ

ル

キ

ヤ
法

典
』
、
2
1
8ペ
ー

ジ
。

15
 

四

分

律

雑

腱

度
 
(
大

正

・
二

二

・
九

五

五

a
)
、
有

部

律

雑

事

(
大

正

・

二
四

・
二

二
三

b
)
、
五

分

律

雑

法

(
大

正

・
二

二

・

一
七

四

b

)
、
十

諦

律

雑

法
 
(
大

正

・
二
三

・
二

七

四

a
)
。

16
 

寺

本

娩

雅

「
カ

ニ
シ

カ
王

へ
送

っ
た

馬

鳴

の
書

翰
」

(『
西

蔵

文

法

』

所

収

)
、
桝

ペ

ー
ジ
。

17
 

長

尾

雅

人

『
西

蔵

仏

教

研

究
』
、
16

ペ
ー

ジ
。

(高

田

短
期

大

学

講

師

)

根
本
説

一
切
有
部

に
引
用
さ
れ

る
無
常
経
 
(
釈

舎
)
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